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※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
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●人　口 53,083人（前月比－40人）
　（男）　 25,641人（前月比－12人）
　（女）　 27,442人（前月比－28人）
●世帯数 18,251世帯（前月比＋14世帯）
　　　　　　　　※平成20年３月１日現在

せいだん（☎37－3028）西淡公民館内
みはら　（☎42－7703）働く婦人の家内
みどり　（☎44－3008）緑市民センター内
なんだん（☎50－3048）南淡公民館内

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
山口　昌規（岡山県）
原田　恭宏（八　木）
山口　卓哉（志　知）
小橋　誠史（松　帆）
庄司　文治（津　井）
橋本　　武（福　良）
榎本　洋右（神　代）
平野　充敏（潮美台）
江口　晴之（洲本市）
原口　雄介（神　代）
長尾　隆裕（広　田）
西口　正人（　灘　）
久留米博光（八　木）
小松　佳史（大阪府）
川添　竜司（阿　万）
前田　章統（松　帆）

山﨑智佳子（大阪府）
西田　弥生（　市　）
菊田佑紀子（東京都）
柏木祐美子（福　良）
山下　和代（津　井）
海老　千里（福　良）
出嶋　　茜（　湊　）
船越　彩子（松　帆）
北本　礼子（阿　万）
赤松由季子（広　田）
奥村加奈子（洲本市）
堤　　晴香（神　代）
谷間加菜子（八　木）
原　ゆかり（広　田）
別所　美穗（福　良）
川本美悠紀（　灘　）

12 月 22 日
2 月 20 日
2 月 23 日
2 月 23 日
2 月 25 日
2 月 26 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 6 日
3 月 7 日
3 月 9 日
3 月 14 日
3 月 14 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
馬　幸代

岡 田　　 澄
小 野　　 晃
岩井　京子
野田　髙男
島 田　　 巖
菅　　 福 一
柏木しげ美
木下　一市
末廣　義隆
中田ひでみ
芝　　 松 雄
新池　仲吉
古 東　　 猛

湊
広 田
湊

阿 万
榎 列
北阿万
榎 列
八 木
榎 列
阿 万
賀 集
福 良
倭 文
松 帆

64
90
70
73
84
77
90
83
83
97
84
94
90
82

2 月 18 日
2 月 18 日
2 月 18 日
2 月 18 日
2 月 19 日
2 月 19 日
2 月 20 日
2 月 22 日
2 月 24 日
2 月 24 日
2 月 24 日
2 月 24 日
2 月 25 日
2 月 26 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

里 深　　 央
てる

樋口　開
か い り

俐
庄田亜

あ ぐ り

久里
田村晄

こ う し ろ う

士朗
榮　　 恭

きょうへい

平
石見　陽

は る と

人
津田　琉

る い

生
安 田　　 翔

しょう

齊 藤　綾
あ や な

菜
松本　紗

さ え

依
岡崎　琳

り あ お

碧
志智　彩

あ や の

乃
酒部さくら
久米純

じゅんたろう

太郎
増田　華

か れ ん

怜
原 田　　 華

はる

秦　菜
な の は

乃 華
山野　花

か り ん

倫
高見　真

こ こ ろ

心
藤岡　葵

あ お と

斗
井上　太

た い ち

智
前川　魁

かいせい

聖
保居　駿

しゅんすけ

佑
堀　　 優

ゆ う し

志
下原　琉

りゅうせい

誠
中 川　　 礼

れい

瓶井　稜
りょうた

太
花野元

げ ん の す け

之介
阿部　絢

あ や ね

音
榎本　琉

る い き

希
石 川　　 峻

しゅん

狩野このみ
馬野　未

み う

羽
長友　千

ち づ る

鶴
土佐　晃

こうせい

成
阿部　来

ら い き

樹
佐古　京

み ゆ

優

女
男
男
男
男
男
男
男
女
女
男
女
女
男
女
女
女
女
女
男
男
男
男
男
男
女
男
男
女
男
男
女
女
女
男
男
女

仁
隆 治
泰 裕
宏 樹
慎 吾
隆 弘
育 生
剛

良 典
英 昭
旭 浩
仁

拓 也
正 純
隆 之
勇

伸 行
史 明
真 一 郎
勇 貴
英 之
浩 一
幸 司
和 繁
達 也
成 章
彰 人
元 洋
康 弘
康 孝
千 登 世
聡 男
誠

浩 士
啓 右
守

繁 喜

洲本市
広 田
市

福 良
倭 文
阿 万
八 木
賀 集
八 木
阿那賀
榎 列
市

賀 集
賀 集
神 代
阿 万
榎 列
松 帆
倭 文
広 田
大阪府
神 代
北阿万
阿那賀
八 木
市

神 代
広 田
北阿万
阿 万
長野県
多可町
津 井
宮崎県
神戸市
阿 万
阿那賀

2 月 7 日
2 月 8 日
2 月 8 日
2 月 9 日
2 月 12 日
2 月 12 日
2 月 14 日
2 月 14 日
2 月 15 日
2 月 18 日
2 月 18 日
2 月 20 日
2 月 22 日
2 月 24 日
2 月 24 日
2 月 25 日
2 月 26 日
2 月 26 日
2 月 27 日
2 月 28 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 5 日
3 月 5 日
3 月 6 日
3 月 6 日
3 月 6 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 9 日
3 月 9 日
3 月 9 日
3 月 9 日
3 月 9 日

氏名 年齢 地区 死亡日
德井トキ江
長 尾　　 守
肥田　榮子
久野美さ越
福原さだ子
稻田　久美
稲垣しげ子
福原　公一
阿 部　　 明
畑本しづこ
郡　　　 誠
安田　義一
土井　為吉
井上　萬吉

福 良
広 田
賀 集
福 良
福 良
湊

阿那賀
津 井
福 良
榎 列
松 帆
神 代
福 良
福 良

78
68
72
87
85
55
94
57
83
92
78
73
92
86

2 月 26 日
2 月 26 日
2 月 26 日
2 月 27 日
2 月 27 日
2 月 28 日
2 月 28 日
2 月 29 日
2 月 29 日
3 月 1 日
3 月 2 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 5 日

氏名 年齢 地区 死亡日
寺岡きみゑ
藤本　征子
山岡　久子
榎本とみゑ
川瀬　憲二
白瀬　好男
奥野　照子
林　　 三 吉
宮本　正光
眞野ふさゑ
松 平　　 寛
印部　重徳
山　靖匡

安田　文平

福 良
福 良
榎 列
神 代
松 帆
賀 集
市

松 帆
八 木
榎 列
八 木
賀 集
広 田
賀 集

78
64
75
91
58
94
86
81
73
93
78
72
76
86

3 月 6 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 8 日
3 月 8 日
3 月 9 日
3 月 12 日
3 月 13 日
3 月 13 日
3 月 14 日
3 月 15 日
3 月 15 日
3 月 16 日
3 月 17 日

死亡

子育て学習センターを
　　　　ご存知ですか？

　当センターは乳幼児から就園までのお子さんをお持ちの皆さ

んの子育てを支援する施設です。子育て中の保護者や祖父母が

集い、遊びのひろばや各種学習会等を通じて、親子ともに成長

していくことを目的としています。

　市内には、４つのセンターがあります。子育て仲間をつくり

に来ませんか。きっと素敵な出会いがあると思いますよ。

　また、今年度より月に２回、土曜日も開きます。お父さんや

働くママたちの参加もお待ちしています。（利用には、初回の

み 200 円の登録料が必要です。年間を通していつでも登録で

きます。）

●土曜ふれあいひろば
センター ４月の開催日 場　　所 時間
せいだん 12 松帆活性化センター 9:30 ～

11:30みどり 19 倭文防災センター

●うさちゃんひろば・ぞうくんひろば
　年齢別ひろばを５月から開設します。月１回、季節行
事を中心に、月年齢にあわせた活動を行います。４セン
ターのうち、１つセンターを決めて登録してください。

ひろば名 対象年齢
うさちゃんひろば ０歳児
ぞうくんひろば １歳児～幼保園入園まで

●その他
　親学習会（勉強会、講演会等）等の開催を予定。

●ふれあいひろば
　公園感覚で気軽に集う、自由あそびのひろばです。どのセン

ターに参加しても結構です。事前の申し込みも要りません。
センター ４月の開催日 場　所 時　間
せいだん 10,15,17,22,24 松帆活性化センター

9:30 ～

11:30
みはら 10,15,17,22,24 働く婦人の家
  みどり      9,11,16,25 緑保健福祉センター
なんだん 7,11,14,21,25,28 南淡公民館

　

私
は
、
去
年
の
秋
、
腰
に
激

痛
を
感
じ
病
院
に
行
き
ま
し
た
。

検
査
の
結
果
、
三
ヶ
月
間
、
安

静
に
し
て
運
動
は
休
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
腰
の

骨
を
安
定
さ
せ
る
た
め
コ
ル

セ
ッ
ト
を
着
け
て
の
不
自
由
な

生
活
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

暑
い
夏
の
間
、
が
ん
ば
っ
て
練

習
し
て
き
た
部
活
動
も
見
学
し
大

会
に
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て

も
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
私
に
は
「
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
？
早
よ
治
っ
た
ら
え
え
の

に
な
あ
。」
と
心
配
し
て
く
れ
る

友
達
や
「
ま
だ
、
治
ら
ん
の
？
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
友
達
が

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
色
々
な
言

葉
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
、
す
ご
く
落
ち
込
ん
で
、

「
お
願
い
だ
か
ら
誰
か
早
く
治
し

て
」
と
思
っ
た
り
、「
部
活
を
辞

め
て
し
ま
お
う
か
」
と
思
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
毎
日
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
よ
う
や
く
三
ヶ
月
が
過

ぎ
病
院
で
診
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
あ
と
三
ヶ
月
間
、

春
ま
で
安
静
に
し
た
ほ
う
が
よ

い
と
い
う
診
断
で
し
た
。

　

そ
の
時
は
、
ほ
ん
と
う
に
体

じ
ゅ
う
の
力
が
抜
け
て
、
何
も

か
も
ど
う
で
も
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
た
だ
で
さ
え
三
ヶ
月
も

遅
れ
を
と
っ
て
い
る
部
活
を
ま

た
三
ヶ
月
も
休
む
こ
と
が
自
分

に
は
絶
望
的
な
こ
と
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
時
こ
そ
、
ほ
ん

と
う
に
「
辞
め
て
し
ま
お
う
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
病
院
か
ら
の
帰
り
道
、

お
母
さ
ん
が
「
一
生
の
う
ち
の

六
ヶ
月
な
ん
て
、
す
ご
く
短
い

時
間
な
ん
や
か
ら
、
少
し
ぐ
ら

い
休
ん
だ
っ
て
、
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
や
ん
。」
と
言
い
ま
し
た
。
私

は
、
そ
の
言
葉
で
、
す
ご
く
楽

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
ヶ
月
が
過
ぎ
、

今
も
運
動
用
の
コ
ル
セ
ッ
ト
を

着
け
て
い
る
の
で
不
自
由
な
面

も
色
々
あ
る
け
ど
、
友
達
と
一

緒
に
部
活
動
や
体
育
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
優
し
く
声
を
か
け

て
く
れ
た
友
達
や
励
ま
し
心
配

し
て
く
れ
た
家
族
の
人
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、今
回「
人

権
作
文
」
を
書
く
の
に
、
ど
う

し
て
も
自
分
自
身
が
体
験
し
た

こ
と
を
題
材
に
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
自
身
が
体
験
し
た
こ
と
は
、

ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、自
分
で
は
、

今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
、
最

大
の
苦
し
み
で
し
た
。「
人
の
苦

し
み
が
わ
か
る
」
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
は
、
そ
の
言
葉
を

気
に
止
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

で
も
、
何
回
も
病
院
に
通
院

す
る
う
ち
に
、
い
ろ
ん
な
人
と

出
会
い
、
い
ろ
ん
な
人
を
見
ま

し
た
。
足
が
不
自
由
そ
う
な
人
、

腰
を
押
さ
え
な
が
ら
歩
い
て
い

る
人
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る

人
。
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
た
ま

ま
移
動
し
て
い
る
人
、
他
に
も
、

ほ
ん
と
う
に
多
く
の
人
が
何
ら

か
の
理
由
で
病
院
に
来
て
い
ま

し
た
。

　

世
の
中
に
は
、
い
ろ
ん
な
理

由
で
病
院
に
お
世
話
に
な
っ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
を
背

負
っ
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
が

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
こ
と

を
一
言
で
「
か
わ
い
そ
う
だ
」

と
か
「
気
の
毒
だ
」
と
か
い
う

言
葉
で
処
理
せ
ず
、
自
分
が
今
、

そ
の
人
た
ち
に
「
何
が
で
き
る

の
か
」「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
、
一
人
一
人
が

関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
今
ま
で

と
は
何
か
が
違
っ
た
り
、
変
わ
っ

た
り
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
は
、
み
な
弱
虫
で
、
ほ

ん
と
う
は
す
ご
く
弱
い
生
き
物

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
人
は

自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て

く
れ
る
人
や
、
心
の
底
か
ら
心

配
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら

が
ん
ば
れ
る
し
、
強
く
な
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
心
の
底
か
ら
一
言
、

何
か
言
っ
て
く
れ
れ
ば
、
生
き
る

意
欲
が
わ
い
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
を
持
っ
た
人

に
出
会
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
一
言
、
声
を
か

け
ら
れ
る
勇
気
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
、
私
に

で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
。

　
　
（
南
人
教
「
ひ
ろ
ば
南
あ
わ
じ
」
か
ら
）

「
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
」　

谷
田
恵よ

し

か佳
（
御
原
中
３
年
）


